
 

 

 

 

１ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合的な学習の時間 

 

 

 

 

育成をめざす資質・能力：「課題発見・解決力」・「思考力・判断力・表現力」・「主体性」・「自己理解」 

日時：９月６日（火）第５校時 

学年・学級：２年１組（40名） 

指導者：髙本 希美 

    

未来の自分に近づこう！ 
 

 

本校では例年，総合的な学習の時間において地域人

材を活用し，「防災学習」を中心に取り組んでいる。２

学年では，防災学習に加え，「勤労」や「職業」につい

て学習を行う。 

 本単元では，「勤労」をテーマに「自己の将来や生き

方」について扱う。 

 まずは，自分たちの住んでいる三原市にある企業に

ついて調べ，どのような企業・仕事があるのか，その

仕事は社会の中でどのような働きをしているのか，求

められる人材や能力はどのようなものかを知る。その

知識をもとに各自が「勤労」というテーマをもとに課

題を設定する。この課題を解決していくために必要な

知識や情報を収集し，その蓄積した情報を他者と共有

したり整理したりする。 

 次に，それらの情報から考えたこと・気付いたこと

をまとめ，他者へ伝える等，表現活動を行う。 

 これらの活動を通して，勤労観・職業観を磨き，生

き方を追究する。また，本単元の学習を通して，進路

を主体的に選択する力を育成することへとつなげた

い。 

 

 

本学級の生徒は，令和４年度児童生徒学習意識調

査によると，「進んで資料集めや取材をする」という

項目では，肯定的な回答が 26.0％であった。これま

での総合的な学習の時間において，インターネット

や書籍等から情報を得る機会は多々あったが，生徒

が「取材」という方法で情報を収集する機会が少なか

ったことからこのような結果が出たと推測される。

また，「授業で体験活動をしている」という項目に関

しては，肯定的な回答が 33.4％であった。コロナ禍

の影響もあり，生徒が学校外へ出て体験をする機会

が減っているのは明確である。例年，実施されていた

職場体験学習も中止が決定しており，生徒が体験を

通して「働く意義」等を自分自身で感じとるという経

験ができないのは残念である。「将来の夢や目標があ

る」という質問項目では，肯定的な回答が 63.6％，

であった。「将来の夢や目標はかなう」という項目は

肯定的な回答が 56.2％であった。これらの回答から，

将来の夢や目標を抱いたり，その夢や目標がかなう

と思えたりするような経験や学習が希薄であると言

える。 

 本題材では，「勤労」をテーマに「自分は将来，どんな人生を送りたいか」という命題を基に，ICT 機

器を活用して必要な情報を収集し，実際に三原市で働いている方々に取材して情報を得る学習をする。ま

た，得た情報を整理して自分の考えを表現する学習を展開する。中でも，「スライドによる発表」の活動

を効果的に仕組むことで，生徒が相手（生徒や家族，地域の人）を意識しながら，主体的に学習を進めて

いくことが期待できる。学習対象は「三原で働く人たち」であり，これを一人一人の疑問・関心とつなげ

て，個人課題を設定させる。さらに，本単元は次の「インターン」の単元と深いつながりがあり，生徒が

「勤労」について様々な地域や業種の人から情報を得ることができる機会が設定されている。次の単元で

は，今回の単元も含めて，学んだことや得た情報から考えたことを，オンラインを活用して他県の生徒と

交流する実践を行う。学んだことを他者に伝えるという活動を通して，探究したことを振り返ったり，よ

り深めたりすること等が期待できる。 

地域や学校の特色と教師の願い 生徒の実態 

学習の題材 

企業調べや取材を通して生じた関心や疑問を探究することで，職業や自分に対する理解を深め，自己の将

来の生き方を考える。 

単元の目標 



２ 問いとカリキュラム・マネジメント 

○本質的な問い 

  

 

 

 

○単元を貫く問い 

 

 

    

◎人はなぜ働くのか 

 

 

（３）学習ツールの活用 

 

○ICT機器 

 個人での情報収集において，検索機能やドキュメント，整理・分析の場面でジャムボードやドキュメント，ま

とめ・表現の場面でスライド等の機能を使用する。 
 

○思考ツール 
 課題発見の場面でイメージマップ，情報や意見を比較・分類・整理する場面でピラミッドチャート等，必要に

応じて効果的に活用する。 

 

３ 単元の評価基準（ルーブリック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能及び 

資質・能力 

B 

目標を概ね達成した状態 

A 

目標を大きく達成した状態 

思考力， 

判断力， 

表現力等 

【課題発見・

解決力】 

問いや答えを見付けたり，問いを更新し

たりする中で，探究し，答えを追究しよ

うとしている。 

多くの情報を精査し，問いや答えを見

付けたり，問いを更新したりする中

で，探究し，答えを追究している。 

【思考力・判

断力・表現

力】 

発見した課題について追究し，相手に伝

わるように自分の考えを表現しようとし

ている。 

発見した課題について追究し，相手に

伝わるように自分の考えと根拠を表現

している。 

学びに向

かう力， 

人間性等 

【主体性】 

自分で課題を見つけ，目的に合うよりよ

い方法を選択し，課題解決までの過程を

明確にイメージしながら，社会と関わり

課題解決をしようとしている。 

多くの情報を精査し，自分で課題を見

つけ，目的に合うよりよい方法を選択

し,課題解決までの過程を明確にイメー

ジしながら，社会と関わり課題解決し

ている。 

【自己理解】 

自己の感情や行動を統制するなど，より

よい生活や人間関係を築こうとしてい

る。 

見通しをもって学習に取り組み，自己

の感情や行動を統制するなど，よりよ

い生活や人間関係を築いている。 

自分は将来，どんな人生を送りたいか 

総合的な学習の時間 



４ 指導計画（全時間 本時 16／24） 

 

探究の過程 

資質・能力 
学習活動（時数） 評価方法 

テ
ー
マ
決
定
・
課
題
の
設
定
・
探
究 

情報の収集 

主   

課題の設定 

 

 

 

情報の収集 

整理・分析 

 

まとめ・表現 

 思 表 

課題の設定 

主 思 

 

情報の収集 

整理・分析 

 

主 思 

○ジャムボードを活用し，勤労に関するイメージを出し合い，勤労に関

して発想を広げる。調べたい企業をグループごとに決める。（３） 

 

○全体の課題を設定する。 
 

 

 

○企業について，本やインターネットで調べ，分かったこと・考えたこ

とを整理する。（７） 
 

○企業調べをして得た情報や考えたことなどを発表・共有する。（２） 

 

 

○自分の将来を考える上で，探究していきたい課題を考える。その課題

を解決するために必要な情報は何かを考える。実際に取材したい企業

を選択する。（３） 

 

 

 

 

○三原市で働いている方々から，勤労観や職業観等について講義を受け，

前時で精選した質問をする。（１） 
 

・ジャムボ

ード 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スライド 

 

 

・行動 

観察 

 

 

・ジャムボ

ード 

 

 

 

 

 

探
究
・
活
動
の
ま
と
め 

まとめ・表現 

主 思 表 

○今までの取組をグループでスライドにまとめ，自分たちが学んだこと

や考えたことについて交流し，感想を伝え合う。（文化祭）（６） 

・行動 

観察 

 

活
動
の
ま
と
め
・
評
価
・
課
題
の
設
定 

課題の設定 

主 思 

課題発見 

 

○企業調べや「企業に学ぶ会」で得た情報をもとに，自分が将来，どん

な人生を送りたいのかを再度，まとめる。生き方を考える上でこれか

ら必要な情報や体験は何か，さらに探究すべき課題をつかむ。（１） 

・ワークシ

ート 

 

探究課題：自分は将来，どんな人生を送りたいのだろうか 

 

 

○自分の設定した探究課題を解決するために必要な情報を考え，その

情報を得るための質問を精選する。【本時】（１） 

（１）【本時】 

 

行動 

観察 

 

 



５ 本時の学習 

（１）本時の目標 

  自分の探究課題に沿った質問を精査することができる。 

（２）本時の評価規準 

（３）本時の展開 

問いや答えを見つけたり，問いを更新したりする中で，探究し，答えを追究しようとしている。 

 学習活動 ○指導・支援 ☆評価 

課
題
の
設
定 

 

１ 今までの学習を想起する。 

 

 

 

 

２ 探究の過程，本単元で育成をめざす資質・能力を確認す

る。 

・課題発見・解決力 

 

○１学期の総合的な学習の時間で取り組

んだ学習内容を想起できるよう視覚的

な資料を提示する。 

 

 

 

 

 

○本時の課題を確認した上で，探究の過程 

と主に育成をめざす資質・能力を確認す

る。 

整
理
・
分
析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ３ 質問を「精選」する意義と方法について確認する。 

  

○質問する時間は５分程度しかなく，限られた時間の中で質

問する必要があるということを確認する。 

 

 

 

 

 

○「企業に学ぶ会」を通して「何を」目的に，「どんな内容」

について質問するのかを考える。 

 (例)・「人は何のために働いているのかを知るため」に，

「仕事のやりがい」について質問する。 

   ・「自分の人生設計の参考にするため」に「なぜその

職業を選んだのか」を聞く。 

   ・「自分の夢を見つけるきっかけを作るため」に，「中

学生の頃，どんな夢をもっていたか」を聞く。 

○ピラミッドチャートを活用して可視化する。 

・それぞれの階層にどのような観点で整理していくのか確

認する。 

 ・前時のイメージマップを参考にしながら，下から上に考

える。 

・一番下の階層には，「インターネットなどで調べたら分か

りそうなこと」を書く。 

・二番目の階層には，「身近な大人や友達に聞けば分かりそ

うなこと」を書く。  

・一番上の階層には，「その企業で働いている人にしか分か

らないこと・自分の探究課題を解決することができそう

な質問」を書く。 

 

 

 

○「精選」とは，「多くの中からとくによ   

いものをえらび出すこと」であり，思い  

ついた多くの質問の中から，何を「目的」 

にどのような質問をするのかを考えさ 

せる。 

 

○考える際の型を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

○考えを可視化し整理するために，ピラ   

ミッドチャートを活用して考えをまと  

めさせる。 

○考えが思い浮かばない生徒には，今ま

でに作成したスライド等を参考にさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

・企業の経営理念や求めている人材・具体的な取組な

どについて調べた。 

・企業が商品やサービスを通して社会にどのように貢

献しているのか学んだ。 

自分の設定した探究課題に沿った質問を精選しよう。 

5分  

 

10分  

 



 

４ 個人が考えた質問を出し合い，班で検討する。 

○それぞれが考えた質問の中で，精選したものを出し合い，

妥当性について検討する。 

○聞く価値のある質問かどうか検討する。検討する際の基

準は「自分たちの探究課題」に合っているかどうか，何の

ためにその質問をするのか，その質問で得た答えで何が学

べるのかを意識して話し合う。 

 

○机間指導の際に，検討する際の基準を

確認し，その「質問」と自分の設定し

た探究課題と関わりがあるかを考えさ

せる。 

整
理
・
分
析 

 
 
 

５ 班で出た質問について学級で交流・検討する。 

 

 
○いくつかの班の質問を取り上げ，設定した探究課題に合っ

ているか，考える際の型に沿って検討する。 

 

 

☆問いや答えを見付けたり，問いを更新し

たりする中で，探究し，答えを追究しよ

うとしている。 

（観察，ジャムボード） 

ま
と
め
・
表
現 

６ 本時の活動について振り返る。 

 

 

☆自分で課題を見付け，目的に合うよりよ

い方法を選択し，課題解決までの過程を

明確にイメージしながら，社会と関わり

課題解決をしようとしている。 

（ワークシート・行動観察） 

 

○振り返りに記入させることで，本時の学

習や資質・能力について，身に付いた力

を自覚させる。 

 

 

《予想される生徒の反応》 

・「どんな商品を作っていますか」という質問は，HP

を見るとわかるから，わざわざ質問する必要はない

のでは。この質問は，設定した探究課題とどのよう

な関わりがあるの？ 

・いろんな質問を前置きもなくいきなり質問するより

も，なぜその質問をするのか，背景や思いを伝えて

から質問したほうが，自分が知りたい情報を確実に

得ることができるのではないかな。 

・「仕事をしていて辛いことや悩みはありますか」とい

う質問は，相手は答えづらいかもしれないので，な

ぜその質問をするのか，その質問によって何を知り

たいのかを明確にしてから質問したほうがいいので

はないかな。 

「企業に学ぶ会」を通して「何を」目的に，「どんな内

容」について質問するのかを考える。 

班で考えた質問を交流しよう。 

《予想される生徒の反応》 

・自分にはまだ夢や具体的な目標が見つかっていない

ので，企業で働いている人が中学生の頃，どんな夢

や目標をもっていたのかを聞いて参考にしたいなと

思いました。 

・今は「働く」ということに対してあまり意欲がない

けれど，「仕事のやりがい」を聞くことで「働く」と

いうことに関してイメージが変わるかもしれないの

で聞いてみたい。 

・自分に合った仕事の見つけ方を聞いて，将来の進路

選択や職業選択に生かしたい。 

今日の振り返りを書きましょう。 

5分  

 

整

理

・

分

析

15分  

 

15分   

 



（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）参考 

 単元の始めに生徒から出た「働く」ことへのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自分の設定した探究課題に沿った質問を精選しよう！ 

～自分は将来，どんな人生を送りたいか～ 

主体性 思考・判断力 課題発見 

                              

○「企業に学ぶ会」を通して「何を」目的に，「どんな内容」について 

質問するのか考えよう。 

 

 

                              

 

 

 

 

   
大型テレビ 

 

生徒のジャムボードを掲示 

（思考ツール「ピラミッドチャート」の活用） 

 

その企業で働いている人でないと分からないこと。 

自分が設定した探究課題を解決できそうな質問。 

身近な大人や友達に聞けば分かりそうなこと 

インターネットなどで調べたら分かりそうなこと 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）ワークシート 

 

 
 

 

 

 

 

 

 


